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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
 本研究では、エネルギー的に精密制御された電子ドナー・アクセプターからなる導電性分子磁石に着目
し、小分子吸着が可能な多孔性の導電性分子磁石を開発する。また、その特異な酸化還元能を有する高次
分子格子を用い、各種ガスの吸着と格子間の電荷移動相互作用をシグナルとして、それらの吸着と活性度
を電気的・磁気的に in situ でモニターする次世代システムを考案する。上記の“配位空間利用”と“格子の機
能活性化”という、この二つの方向性を合わせることで、新しい物質系の開発のみならず、その物性を活か
した新しいガス吸着／反応評価が可能である。 
今回、多孔性導電性分子磁石の開発を行うと共に、二酸化炭素や高活性ガスの吸着とそのモニタリングを
目指し、分子レベルでの電子的制御と構造制御について重点的に研究を行った。paddlewheel 型二核ルテ
ニウム(II, II)錯体（以下[Ru2

II,II]と略記）を電子ドナー、TCNQ 誘導体（以下 TCNQRx と略記）や DCNQI
誘導体を電子アクセプターに用いた多孔性の一次元、二次元、三次元ネットワーク化合物を見出し、その
多くがガス分子を吸着させることを明らかにした。特に、[Ru2

II,II]をフェナジンやピラジンで架橋した一次
元鎖からなる多孔性電子ドナー鎖化合物は、特異的に CO2 を選択的に吸着させるものや、NO を選択的に
吸着させるものが見出された。その中でも、活性分子である NO は、格子との電子的な相互作用の程度に
より、擬可逆的な履歴現象を伴って吸着させることに成功した。この電子的な相互作用やガス吸着におけ
るゲート開閉運動は格子に大きな摂動を与えると予想され、電子輸送や誘電応答などのアウトプットとし
て in situ モニターすることが可能であるとが分かりつつある。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
In this project, we aim the design of porous conducting molecular magnets using electron donors and 
acceptors of which HOMO/LUMO energies were accurately tuned. Furthermore, we research a new molecular 
system such as a sensitive gas sensor in which electronic and magnetic modifications in the frameworks 
caused by interactions with inserted molecules are in situ monitored as an output signal.  
To design such materials, paddlewheel-type diruthenium(II, II) complexes ([Ru2

II,II]) as donors and TCNQ 
and DCNQI derivatives as acceptors were assembled, and multi-dimensional frameworks exhibiting magnetic 
and conducting properties were synthesized. Some of them had porous characters which revealed selective 
adsorption/desorption properties for CO2 or NO, and we found a proof that the guest molecules interacted 
with frameworks to give electronic perturbations in the frameworks. 
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